
- 1 -

６ 月 全 校 朝 会 校 長 講 話
Ｒ ４ .６ . １

『 郡 市 春 季 各 種 大 会 の 振 り 返 り 』 と 『 時 の 記 念 日 』

郡 市 春 季 各 種 大 会
は 、 各 部 と も 最 後 ま
で 諦 め ず 、 自 分 た ち
の 持 て る 力 を 十 分 に
発 揮 し 戦 っ て い る 姿
は 輝 い て い ま し た 。

こ の 大 会 を 通 し て 、 個 人 ・ チ ー ム の 課 題 が 見 え た か と 思 い ま す 。
こ れ か ら の 部 活 動 で 課 題 を 克 服 し 夏 の 総 体 に 備 え て も ら い た い と
思 い ま す 。 ま た 、 前 回 の 講 話 で 話 し た Ｍ － Ｔ － Ｍ メ ゾ ッ ト は 学 習
に も 当 て は ま り ま す 。 今 、 自 分 の 苦 手 と す る 教 科 は 何 か 。 そ の 教
科 の ど の 分 野 で つ ま ず い て い る の か を 、 し っ か り 見 付 け て く だ さ
い 。 授 業 や 家 庭 学 習 で 分 か ら な い 点 を 克 服 で き る よ う 努 力 し て く
だ さ い 。 教 科 担 任 の 先 生 に 質 問 し た り 、 友 だ ち に 聞 く な り す る こ
と も 一 つ の 学 力 向 上 の 手 立 て に つ な が る と 思 い ま す 。 そ し て ６ 月
の 期 末 テ ス ト で 確 認 す る こ と が 大 切 で す 。

６ 月 １ ０ 日 は「 時 の 記 念 日 」で す 。
右 図 は 、 西 暦 ６ ７ １ 年 ６ 月 １ ０ 日 に
当 時 の 天 智 天 皇 が 漏 刻 （ 水 時 計 ） で

ろう こく

「 時 」 を 計 り 、 人 々 に 「 時 」 を 知 ら
せ た こ と が 由 来 で す 。
１ ９ ２ ０ 年 に 「 時 の 記 念 日 」 が 制

定 さ れ て 、 今 年 で １ ０ ２ 周 年 に な り
ま す 。
皆 さ ん に は 、 こ の 「 時 の 記 念 日 」

を 、「 中 学 生 活 ３ 年 間 の 時 」 と 置 き
換 え て も ら い た い と 思 い ま す 。 そ の
中 で １ つ 目 は 「 学 習 」 で す 。 基 礎 的
・ 基 本 的 な 知 識 ・ 技 能 を し っ か り と
身 に 付 け て 、 課 題 を 解 決 す る た め の 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 等 を
身 に 付 け る た め に 、 １ 時 間 、 １ 時 間 の 授 業 を 大 切 に し て ほ し い で
す 。「 部 活 動 」 で は 、 本 校 ３ つ の 約 束 の 「 礼 を 正 す 」 を 実 践 し 、 学
年 を 越 え た 絆 を 深 め て も ら い た い と 思 い ま す 。「 委 員 会 活 動 」で は 、
Ｓ Ｄ Ｇ s 宣 言 ２ 年 目 、 自 ら の 問 題 と 捉 え て 身 近 な 所 か ら 取 り 組 ん で
く だ さ い 。「 学 校 行 事 」 で は 、 各 学 年 の 節 目 の 式 典 を 大 切 に し ま し
ょ う 。 １ 年 生 は 入 学 式 に 臨 ん だ 時 の 夢 や 期 待 を 持 ち 続 け 、 た く さ
ん の 事 に チ ャ レ ン ジ し て く だ さ い 。 ２ 年 生 、 立 志 式 が 来 年 ２ 月 に
あ り ま す 。 自 身 の 目 標 を 立 て 一 歩 ず つ 前 進 し て い き ま し ょ う 。 ３
年 生 、 来 年 ３ 月 に 卒 業 式 で す 。 ３ 年 間 の 時 を 振 り 返 り 新 た な ス テ
ー ジ に 旅 立 て る よ う 努 力 し て く だ さ い 。 運 動 会 や 学 校 祭 で は 、 ３
年 生 を 中 心 に 、 皆 さ ん で 知 恵 を 出 し 合 い 、 観 て い る 人 に 感 動 を 与
え ら れ る 行 事 に し て く だ さ い 。 こ の 一 つ 一 つ の 「 時 」 を 大 切 に し
て 学 校 生 活 を 送 っ て 行 き ま し ょ う 。
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個人、チームの課題の克服

個人、チームの課題

日頃の練習で一人一人が意識をもって！
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M 練習試合
日頃の練習成果を試す → 新たな課題

自信をもって、総体に臨もう！


